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I -534　　烏鶏近海地震におけるシールド洞通の軸方向ひずみ分科こついて

東京電力抹式会社　　　正員　桑原　弘昌

㈱熊谷組技術研究所　　　正員　鈴木　描康

鬼京大字生産技術研究所　正員　田村虫四郎

1.はじめに

近年､地下埋設物の娼設が進むに伴い､縄々の地盤状憩の下でトンネルが娼設される棟になった｡地盤の動

特性の著しく異なる部位におけるシールド洞道の地震時挙動のメカニズムを明らかにするため､横浜市内に建

設された地中送電用シールド洞道(内径4550mB. RCセグメント)に於いて地震観測を実施している｡現在ま

でに､昭和59年3月6日鳥鳥近海地蔑( M7.9,当観測地点での地表の最大加速度約38gal ) ､昭ft]59年9月14日長

野県西部地震( M6.8,同約12gal )などによって､洞道軸方向及び斬面内のひずみ波形が得られている｡

ここでは､鳥島近海地震におけるシールド洞道の軸

方向ひずみ分布について､地震波の特性による比較結

果が得られたので報告する｡

2.地震観測の概要

観測地付近の地形は､図- 1に示すように平面的に

は溺れ谷をなしていて､洞迫はこの地形を斜めに横断

している｡図-2は当該シールド洞道の軸線に沿う縦

断面図である｡表層は厚さ約20mの.N低o-2の比較

的均一な沖積粘性土層で､その下はhT使50以上の土丹

層である｡
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図-1　平面図
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屑内に位置する｡ A～D断面のうち､ B断面のみ洞遭

fご端が十杵柄と柁している｡各断面には左右側噂に軸

))lE'Jひずみ計が設避されている｡また､地鮭の挙動を

把掘するため､土J1.1弱及び沖鰍丙で合わせて3点に､

3成分加速度計を設置している｡

3.洞迫の軸ひずみ

図-3は地表(G.L.-1.5Jn)及び

土丹屑lG.し.-29.8q)におけるほ

ほ震央方向の加速度記録である｡

地表では1.61Hzが80秒付近で著し

く卓越していて､当該地点の表層

の卓越振動が誘起されていること

かわかる｡おおよそ110秒を過ぎる

と約0.4Hzの振動が卓越しているが､

これには増幅がほとんど認められ

ない｡
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図-2　縦断面図
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図一3　加速度記録
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図- 4は^-E断面の軸ひずみ波形である｡ B～D断面の波形は幾何学的にかなり良い相似を示し､また土

丹屑の加速度波形に振幅の変化の傾向が良く相似しているのに対し､ A, E断面が異なる傾向をもっているこ

とがわかる｡これらのひずみ波形で80

-110秒の間は比較的高い振動数1.6Hz

前後が単越し､以後0.4Hz前後の振動成

分が多いことが知られる｡ A断面及び

E断面で絶対値に棚過があるのは､二

次弼工がされていること及び土丹中に

あるためと考えられる｡ A断面とC断

面の振幅の時間的変化は､局部的な地

盤の動特性が新化したものと考えられ

る｡これらの性貝は､意向波が卓越し

た長野張!西部地震の場合日と異なり､

いわゆる実体波成分が卓越してあらわ

れていることを示すものであろう｡

4.軸ひずみ分布

図-5は､各断面のセグメント部の

軸ひずみ記録を主要動部の一定時点で
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図-4　各断面の軸ひずみ波形

描いた軸ひずみ分布の一例である.図のように､ A及びD断面の軸

ひずみが同符号を示す時､ B断面は逆符号となる分布形状は､他の

的点でも共通であった｡名断面の軸ひずみを一定時点で見ると､ A,

Ⅰ3, D断耐ま､ C, E断面と比較して大きな値を示している｡

図- 6は､長野県西詐地震の際得られた各断面の軸ひずみ記録を､

載面波成分の最大加速度発生時点付近で描いた軸ひずみ分布の一例

である｡ B, C. D断面の軸ひずみは同符号でほぼ同じ偶であるこ

とかわかる｡この帆糾ま他の時点においても共通であった｡

洞道は∧断面手前及びE斬ITtiで土丹屑内に入り､ B斬qliで上月-1再

にはしている｡実体波成分の卓越している場合には､土丹層の影響

を受け図-5のようになるのであろう｡

5.まとめ

シールド洞迫の軸ひずみ分佃は､他薦波の特性により分布形状が

粥なり､表面波によって発生する洞道軸ひずみ分布は､表層地形の

影響をほとんど受けないが､実体波によるものは､表層地形の影響

を受けることがわかった｡
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図- 5　軸ひずみ分布図(鳥島近海地震)
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図-6　軸ひずみ分布図(長野県西部地震)


